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幻 想 的 で 静 か な 古 洞 池 、 複 雑 に 入 り 組 ん だ い く
つ も の 谷 、 ド ン グ リ の な る コ ナ ラ や ア カ マ ツ が 生
え る 雑 木 林 、 シ ジ ュ ウ カ ラ や メ ジ ロ が 飛 び か う 林 、
天 文 台 の あ る 古 洞 池 の 森 は 、 色 々 な 生 き 物 に 出 会
い な が ら 、 四 季 折 々 の 素 晴 ら し い 自 然 を 満 喫 で き
ま す 。
と ん く り 橋 か ら 池 を 見 渡 し て み よ う
水 面 か ら 出 た 枯 れ 木 や 静 か な 湖 面 を 飛 び 交 う カ
ワ ウ 、 古 洞 池 は 不 思 議 な 雰 囲 気 を か も し 出 し ま す 。●  ど ん ぐ り 橋 か ら の 眺 め は す ば ら し く 、 林 を 一 望 す
る こ と が で き ま す （ 図 1) 。 林 に は 、 ド ン グ リ の
な る コ ナ ラ や 大 き な 葉 の ホ オ ノ キ 、 ア カ マ ツ な ど
の 高 い 木 や 、 コ シ ア プ ラ 、 リ ヨ ウ プ 、 ヒ サ カ キ な
ど の 低 い 木 が 生 え 、 遊 歩 道 を 歩 く と 富 山 県 の 雑 木
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固 1 .  ど ん ぐ り 橋 か ら み た 古 洞 池
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図 2 . 古 洞 池 の 周 辺 地 図
林 の 代 表 的 な 木 を 見 る こ と が で き ま す （ 図 2 ) 。
早 春 に は 、 葉 を 落 と し た 林 に ビ ン ク 色 の キ ン キ マ
メ ザ ク ラ の 花 や 白 い コ プ シ が 目 を 引 き つ け ま す 。
林 や 池 で 出 会 う 野 鳥 た ち
ド ン グ リ 橋 を わ た り 、 池 の 周 り の 遊 歩 道 を 歩 く
と 、 木 々 の 間 を シ ジ ョ ウ カ ラ や ヤ マ ガ ラ 、 メ ジ ロ 、
エ ナ ガ な ど の 小 烏 た ち が 年 中 飛 び か っ て い ま す
エ ナ ガ メ ジ ロ コ ゲ ラ
図 3 . 一 年 中 見 ら れ る 野 鳥
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（ 図 3) 。 「 ホ ー ホ ケ キ ョ 」 、
「 キ ー コ キ ー コ 」 と 、  春
に は ウ グ イ ス や イ カ ル の
声 が 林 に 響 き わ た り ま す 。
林 の 中 で は 、 夏 鳥 の キ ピ
タ キ や オ オ ル リ の さ え ず
り が 聞 こ え る こ と も あ り
ま す （ 囮 4) 。 「 ジ ー ジ 一
ジ ー 」 、 ハ ル ゼ ミ の 鳴 き
声 は 、 野 鳥 よ り も よ く 聞
こ え 、 う る さ い く ら い で
す  。 夜 、 天 文 台 の 帰 り 道
に 耳 を す ま せ る と 、 「 ホ ー
図 4. キ ビ タ キ （ 夏 鳥 ） の オ ス 図 5. ジ ョ ウ ビ タ キ （ 冬 鳥 ） の オ ス
ホ ー 」 、 「 キ ョ キ ョ キ ョ 」 と フ ク ロ ウ や ヨ タ カ の 声
が 暗 い 林 か ら 聞 こ え て き ま す 。 早 春 か ら 初 夏 に か
け て 、 古 洞 の 森 は 野 鳥 た ち で に ぎ わ い ま す 。
新 緑 か ら 暑 い 夏 を 経 て 、 雑 木 林 の 木 々 が 葉 を 落
と す 秋 に な る と 、 夏 鳥 た ち が 去 っ て い き 、 今 度 は
ッ グ ミ や ア ト リ な ど の 冬 烏 が 姿 を み せ ま す 。 「 ヒ ッ
ヒ ッ 」 と 鳴 く ジ ョ ウ ビ タ キ （ 図 5) が 天 文 台 や 道
路 の ま わ り の 開 け た 所 で 姿 を み せ る こ と が あ り ま
す  。 山 地 か ら 里 山 に お り て き た キ ッ ツ キ の 仲 間 の
ア カ ゲ ラ が 、 湖 面 か ら で た 枯 れ 木 の 穴 か ら 顔 を 出
し て い る こ と も あ り ま す 。 林 の 中 で は 、 シ ジ ュ ウ
カ ラ 、 ヤ マ ガ ラ 、 エ ナ ガ 、 ヒ ガ ラ 、 コ ガ ラ 、 メ ジ ロ 、
コ ゲ ラ が 群 を な し て 、 餌 を 求 め て 枝 か ら 枝 へ と 渡 っ
て い く の に 出 会 う こ と が あ る か も し れ ま せ ん 。
雷 が し ん し ん と 降 る 冬 に は 、 湖 面 に た く さ ん の
カ モ が 浮 か ん で い ま す 。 「 ガ ー ガ ー ガ ー 」 と い う
マ ガ モ の 大 き な 声 や 、 「 ピ ッ ー ピ ッ ー 」 と コ ガ モ
の 高 い 声 が 古 洞 池 に 響 き わ た り ま す 。 晴 れ た 日 :._ .
葉 を 落 と し た 木 々 の す き ま か ら は 、 雪 化 粧 し た 止
山 連 峰 が 雄 大 な 姿 を あ ら わ し ま す 。 青 空 を 見 上 げ
る と 、 ワ シ タ カ の 仲 間 の ミ サ ゴ や オ オ タ カ が 舞 っ
て い る 姿 を み る こ と が あ る か も し れ ま せ ん 。
古 洞 の 自 然 は 、 一 度 、 二 度 、 三 度 … と や っ て く
る 度 に 皆 さ ん を 静 か に 出 迎 え 、 楽 し ま せ て く れ る
こ と で し ょ う 。 天 文 台 に 立 ち 寄 り 、 四 季 折 々 の 古
洞 の 自 然 や 野 鳥 に 出 会 っ て み て 下 さ い 。
（ 脊 椎 動 物 担 当 な ん ぶ ひ さ お ）
（ シ ジ ュ ウ カ ラ 、 エ ナ ガ 、 メ ジ ロ 、 コ ゲ ラ 、 キ ビ タ キ 、 ジ ョ ウ ビ タ
キ の 写 真 は 、 松 木 洋 氏 提 供 ）
古 洞 で 見 ら れ る 主 な 野 鳥 ．  
楊 所 季 節 野 烏
年  中 コ ゲ ラ （ キ ッ ツ キ 科 ） 、 ヒ ヨ ド リ （ ヒ ヨ ド リ 科 ） 、 モ ズ （ モ ズ 科 ） 、 ウ グ イ ス （ ヒ タ キ 科 ） 、 エ ナ ガ （ エ ナ
ガ 科 ） 、 ヤ マ ガ ラ ・ シ ジ ュ カ ラ （ シ ジ ュ ウ カ ラ 科 ） 、 メ ジ ロ （ メ ジ ロ 科 ） 、 ホ オ ジ ロ （ ホ オ ジ ロ 科 ） 、 カ ワ
ラ ヒ ワ ・ イ カ ル （ ア ト リ 科 ） 、 カ ケ ス （ カ ラ ス 科 ）
春 ～ 秋 夏 鳥 と し て 渡 来 ： サ ン シ ョ ウ ク イ （ セ キ レ イ 科 ） 、 ヤ プ サ メ ・ キ ピ タ キ ・ オ オ ル リ （ ヒ タ キ 科 ）
林  （ 遊 歩 逝  秋 ～ 春 冬 島 と し て 渡 来 ： ジ ョ ウ ビ タ キ ・ シ ロ ハ ラ ・ ッ グ ミ （ ヒ タ キ 科 ） 、 カ シ ラ ダ カ （ ホ オ ジ ロ 科 ） 、 ア ト リ ・
や 道 路 沿 マ ヒ ワ （ ア ト リ 科 ）
v ヽ ） 山 地 か ら 移 っ て く る ： ア オ ゲ ラ ・ ア カ ゲ ラ （ キ ッ ツ キ 科 ） 、 コ ガ ラ ・ ヒ ガ ラ （ シ ジ ュ ウ カ ラ 科 ） 、 ア オ ジ
（ ホ オ ジ ロ 科 ） 、 ウ ソ （ ア ト リ 科 ）
春 と 秋 夏 脳 と し て 渡 来 し 、 山 地 と の 移 動 時 に 見 ら れ る ： ク ロ ッ グ ミ ・メ ポ ‘ノ ム シ ク イ ・ セ ン ダ イ ム シ ク イ ・ コ
サ メ ビ タ キ （ ヒ タ キ 科 ）
越 冬 期 の 暖 地 へ の 移 動 の 時 に 見 ら れ る ： ピ ン ズ イ （ セ キ レ イ 科 ）
池 年 中 カ ワ ウ （ ウ 科 ） 、 カ イ ッ プ リ （ カ イ ッ プ リ 科 ） 、 カ ル ガ モ （ ガ ン カ モ 科 ）秋 ～ 春 冬 鳥 と し て 渡 来： ： マ ガ モ ・ コ ガ モ な ど （ ガ ン カ モ 科 ）
ダ ム や 建 物 年  中 ス ズ メ （ ハ タ オ ド リ 科 ） 、 ハ ク セ キ レ イ ・ セ グ ロ セ キ レ イ （ セ キ レ イ 科 ） 、 ハ シ ポ ソ ガ ラ ス ・ ハ シ プ ト ガ
の 周 り ラ ス （ カ ラ ス 科 ）春 ～ 秋 夏 烏 と し て 渡 来 ： ッ パ メ （ ツ バ メ 科 ）
空 年  中 ミ サ ゴ ・ ト ピ ・ オ オ タ カ （ ワ シ タ カ 科 ）
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